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概要   

インターネットを基盤とするグローバルネットワーク時代の到来を迎え、図書館のスタンスはコレクションからア  
クセスに変わりつつある。   

電子出版とネットワークの融合は、情報の生産流通過程の変革をもたらした。従来、著者とエンドユーザーとの閥  

に位置した出版社、取次店、書店、図書館に対しても機能の変革を求め、それぞれのサービス形態をも多様化させた。   

近年、コンピュータによる図書館システムの導入や、デジタル化された2次情報の活用で図曹館は変革をとげた。  
今、デジタル化された一次情報の収集と蔵書のデジタル化、著作権を考慮した電子情報の有効活用が、電子囲昏館を  
指向する従来の図書館にとっては付加されるべき最も重要な課題である。   

CALIS図書館システム、DIALOG、UnCove r、日本語文書処理システム（自動抄録作成）等を提供  
し、電子出版を計画する丸善の立場から、デジタル化された情報と図書館機能との関係を述べた。   

図書館との共存関係を継続する企業が措く高度情報化へのシナリオは、商用的な視点を加味しながらも、デジタル  
化を指向する図昏館との共通の問題意識の上に画かれている。   

囲吾館とベンダー間のパートナーシップとアライアンスの重要性は今後高まるばかりである。  
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2．電子図書館の姿  

電子図書館構築へ向けての具体的手法や、将来の図書館の姿に関しての各論は別の機会に譲るが、イン  

ターネットを基盤とするグローバルネットワーク時代の到来を迎え、図書館のスタンスはコレクションか  

らアクセスに変わりつつある。ベンダーの視点から現在の学術分野の状況を述べれば、まだまだ紙を基盤  

とした情報社会である。しかし一方情報技術の視点から見ると、各種メディアが実用化されており、図書  

館システム上では電子情報とコレクションを統合して考えることが必要となっている。   

また、図書館サービスの側面においては、物品を扱うという考えから離れ、常に情報の本質を見棲める  

ことが必要ではないだろうか。新たな課題として、蔵書のデジタル化、電子図書の貸し出し返却、出版社  

や書店への支払い等、電子商取引や著作権に関する間蔑も大きくクローズアップされてくるであろう。   

今、図書館は電子図書館への指向の有無にかかわらず変革を迫られており、その壁が既存システムと融  

合させながらも、着実に取り払われていきつつある。米国電子図書館への取り組みのなか、なかなか実現  

へ具体的に動かない現状について、その阻害要因について述べた文献がある。国内の現状とは必ずしも一  

致しないであろうが、一つの参考意見として記しておく。［3］  

（1）膨大な費用0  

（2）図書館サービスへの要求が多すぎる0  

（3）生涯教育、通信教育等、新規需要が増加している0  

（4）取り組み方として、トップダウンではなくボトムアップでなくてはならない0  

（5）統一された電子図書館構想は自由市場にそぐわない。（ベンダー、ハードメーカー）  

（6）教育関係者、研究者、著者、出版社、ケーブルTV会社、自治体、政府などの様々な思惑、利益）  

（7）図書館における非生産的、および組織的開港0  

（8）図書館の評価が、データベースの大きさ、便利さ、ドキュメントデリバリーのスピード等ではなく、  

蔵書の量によっている。  

（9）図書館員の評価システムが、リスクを冒したり、資源の相互利用をさせないようになっている0  

（10）図書館員の養成、教育機関が遣ったことを敢えている0   

3．図書館とベンダー、ディストリビュータとの共通点  

学術情報に限定してみても、我々は長年来園書館との緊密な関係を保ってきた。自社出版物や自社開発シ  
ステムの提供、内外出版社との仲介役、最新情報の掟僕等ワールドワイドの視点での協力関係であり、相  
互鍛錬の歴史でもある。また、良きにつけ悪しきにつけ情報処理の技術革新によって及ぼされる影響の大  
きさは両者同様である。マルチメディアを包括した一次情報のデジタル化、二次情報との融合と活用、さ  

らにはインターネットとの接続等、両者は共通の問題意識の上にたっている。   

将来、それもごく近い将来、学術情報の流通に関して次のような変化が起こりうることが予測される。  

［4］  

（1）図書館では、学術系資料の紙による印刷物の収集は減少する。  

（2）図書館では、印刷体の日録誌や抄録誌の継続帝人が中止される0  

（3）ドキュメント・デリバリーが増加する。  

（4）全文テキストや電子ジャーナルへのアクセスが必要になる。  
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終い㌢汐ビュ細夕鰐㌦－㌍やソフトのメンテナンス予算が増加する0  

∈済譲現状予算の観み渡しカ首必要になる0  

∈ア逐電予情報の殴り凝みつむ鳥て篭組織的外の専門家や業者とのつな・がりが強電なる0   

ニのような予測碁二射して、激務内部にお矩ちては審籍濠離志部門¶電子計算磯部門、出版部門、情報サ仰ピ  
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図4。日本語処理システム  
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4．おわりに  

ピータードラッカーは、「これからの教育の役割は、知識労働者を生み出すことである」と述べている。  

「教育ある人とは、知識を持っている人ではなく、いかにして知識を得るかを知っており、生涯学び続ける  

人のことである」とも述べている。［6］   

まさに今後の図書館の方向性を示唆している。図書館は所蔵する本を重視した倉庫の役目から、利用者  

へのサービスに重点をおいた情報提供の役割を担うことになる。サービスは重要な資源であり、それを行  

う図書館員は所蔵するコレクションより重要な資源であるといえる。企業とて同様である。   

図書館とベンダーの間にはどのような協力体制が望ましいのだろうか。今後、電子図書館を指向し図書  

館が変貌を遂げていったとしても、図書館員が情報社会の中のナビゲーターであることは変わらない。利  

用者の要求は増すばかりである。知的環境の創造を企業理念とする我々インフォメーションベンダーにとっ  

ても急激に変貌する情報社会への対応は同様である。特に電子情報に関しては、組織内の専門家や外部ベ  

ンダーとのつながりがりが一層深くなり、ネオギルドの成立も不可欠であろう。   

高度情報化・ネットワーク社会であるとはよく言われるが、それ以上に高度人間化社会であることを常  

に心していくべきではないだろうか。  
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